
空知地本ニュース 
 

 冒頭、和田執行委員長の挨拶では、昨年の震災時

に地方本部で取り組んだ支援物資の協力に対するお

礼と、10年20年と今後も支援を続けていくことの必

要性について述べた。また、人勧の取り扱いや公務

員制度改革法案などの政治の動きについて、マスコ

ミに流されるのではなく、支える側の労働組合とし

ての役割についても触れた。 

 次に、北海道本部藤盛副委員長からは、これまで

の10年間で賃金が8％以上も下がっていることや、

人勧がある中での春闘は、今年が最後であり、今春

闘が新しい労使関係を確立するための重要なたたか

いであることが話された。 

自治労組織内の稲村道議の挨拶では、昨年４月に２期目の当選を果たし、現在は政審筆頭副会長と

して代表質問や意見書等のとりまとめをしているなどの道政報告や地公三者共闘のたたかいなどにつ

いての話がされた。 

今年の春闘討論集会は、昨年の震災時の支援物

資のお礼として、福島県本部で書記長をしている

今野泰氏（震災時は福島市職労執行委員長）から

「東日本大震災『福島の今』について」、写真な

どを見ながら講演を受けた。 

さよなら原発1000万人署名は２月28日まで延長

となった。最後まで署名の取り組みを進める。 

 

講演後、道本部上島臨時執行委員、鈴木共済事

業部副部長から道本部2012国民春闘方針が提起さ

れ、地本2012国民春闘方針についても承認され

た。 

道本部合同オルグは２月13～15日に実施するこ

ととなるが、ストライキ批准投票や要求書の準備

は始めなければならない。今春闘は、全単組が労

使関係ルールに関する基本要求書を提出し、協定

（確認）書の締結を行うことをめざし、空知地本

としても重点を置いている。 

全単組・総支部が今春闘勝利に向け方針を確認

し、集会を終えた。 
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福島の実態から原発を考える！ 

～空知地方本部２０１２春闘討論集会～   

１月21日（土）、砂川市において、地方本部春闘討論集会を開催。 

「福島の今」と題し、今野泰さん（福島県本部書記長）の講演や2012春闘

方針を確認した。 

写真：福島県本部 今野書記長 

今野書記長の講演内容の一部 

配布された資料には「原発事故、翻弄され

た住民、自治体、そして復興と再生」と書か

れていた。事故が発生してから非難するまで

現地では情報が入らず混乱し、見えない恐怖

におびえることとなった。 

事故直後、すでに放射能が飛散している中

でも自治体職員は住民を安全に避難させるた

め自らの身は守れず交通誘導し続けた。自衛

隊からはこれ以上は被爆する危険性があるの

で撤退すると告げられマチは見放された。そ

して、今も防護服ではなく普通の作業服で職

員が除染作業を行っている。 

福島は「黒い雨」への不安や人口の流出が

止まらず、苦悩と不安だけが残されてしまっ

た。 

まさしく住民や自治体で働く仲間が今もな

お原発によって翻弄されている実態を直接聞

いた。原発は決して対岸の火事ではない。 



第１回単組・総支部代表者会議を開催 

１月２１日、春闘討論集会終了後、２０１２年度第１回目となる

単代を開催。「自治労野球予選大会について」、「執行委員・特

別執行委員」が承認された。 

 

春闘討論集会に引き続き、第１回単組・総支部代表者会議を開催した。 

今回は、北海道労働金庫滝川支店の宮浦支店長から労働者福祉事業としての連帯挨拶を行った。 

その後、活動報告及び当面の日程などの報告事項を行い、協議事項の１点目として、以下のと

おり執行委員・特別執行委員の承認がされた。 

 

執行委員 佐々木 健 児 青年部長・砂川市職労 

〃 薄 衣 志 野 女性部書記長・岩見沢市職 

特別執行委員 鎌 塚   誠 道本部執行委員 

 

鎌塚さんは、２月３日に開催された道本部第115回中

央委員会で正式に道本部執行委員として選任された。 

鎌塚さんからは力強い決意の挨拶がされた。 

空知地方本部の代表として道本部へ派遣する鎌塚さん

を単組・総支部・地方本部で支えていくことが重要であ

ることから、各単組・総支部の協力をお願いしたい。 

次に、2012年度自治労野球空知予選大会について協議

し、承認された。 

今年の野球予選は６月９～１０日を予定日とし、深川

市と北空知の球場で開催を行う予定とした。 

様々な意見を基に、競技を通じての交流を目的とした

野球大会の成功に向けて準備を進めていくこととする。 

 

 

 

写真：鎌塚特別執行委員 
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女性組合員と一緒にパチリ☆ 


